
 

 

 

 

 

 

 

「考える」→「知る」へ 
校長 仲川 由佳理 

1年生も含め２１日に全校朝会を体育館で行い、今

年の一文字「知」について話をしました。さつきの子

どもたちは、知ることで自分の生活が豊かになること

がある一方、これまで何度も保護者や教師が伝えて

も、友達とのコミュニケーションがうまくいかないこ

ともありました。つまり、うわべだけの「はいはい」

は、自分の懐に落ちていないから同じ失敗や苦い経験

を繰り返すのだと話をしました。しっかり自分の言動を振り返り、体験したこと

を頭と身体と心に刻むことを伝えました。失敗だらけの経験をしてきた校長の話

は、少し子どもたちの心に留まったかと期待しています。その後、ステージから

降りて子どもたちをその場に座らせ、ちょっと相談しました。「『友だちやめる』

こんな言葉が何度か聞かれました。みんなは、どう思う？」唐突な質問に、ちょ

っとざわつき、そして考える子どもたち。「だめ！」低学年の子どもたちはすぐ

に言葉を発しましたが、高学年の子どもたちは、これまでの友達関係を振り返り

ながら様々な思いを巡らせ、言葉を受けた友達、言葉を発した友達それぞれに、

複雑な思いがあったのではと考えていたようです。「後ろに立っているさつきの

先生方を見てごらん。どの先生に相談してもいいんだよ！」そんな話をして、こ

れからも楽しく生活しましょうと話をしました。 

また、４月２２日には交通安全集会を行いました。４色

コースに全学年が分かれ、６年生は１年生を迎えに行きな

がら、校内の各集合場所に分かれました。教職員も４色コ

ースに分かれ、子ども同士、担当職員の顔を確認しまし

た。原則、緊急時の場合は保護者による引き取りとなりますが、雨や風、雪、事

故事件など、特に下校時に注意が必要な場合は方面別下校となります。普段の登

下校時の通学路の歩き方や横断歩道の渡り方について、どんなことに気をつける

必要があるかを子どもたちに考えてもらいました。どの学年の子どもたちも、交

通安全を意識した約束事を伝えることができました。改めて「自分の命は自分で

守る」意識を高める一助になればと考えています。 
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 今年も「おやじの会」の方々と、

こいのぼりを揚げました。毎年、数

匹逃げていきます…眠っている「こ

いのぼり」があれば、学校へ寄付を

お願いします。お待ちしています！ 


